
第11回日中韓デザインフォーラム
～グローバル経済・Web3.0時代におけるデザインの保護～

グローバルな経済活動の伸展

企業活動のグローバル化に伴い、各国ユーザーの諸外国における意匠権取得の必要性が一層高まっ

ています。これに伴いハーグ協定の加盟国も漸次増加しており、2022年5月5日には中国が加入し、

日中韓全てのハーグ協定加入が完了しました。本フォーラムでは、各国におけるハーグ制度に関する

最新動向や、ユーザーが日中韓の三か国へ同時に国際出願する場合に留意すべき各国の意匠の法令、

実務等について、各官庁が紹介します。

Web3.0時代におけるデザインの創作及び保護の実態

Web3.0時代のイノベーションの波を受け、2次元の画像やデジタル空間におけるデザインの創作が

一層活発となってきています。本フォーラムでは、各国における画像やデジタル空間におけるデザイン

の保護実態や、法的課題について、各官庁が紹介するほか、こうしたデザインの創作実態や、意匠保護

の取組、他国の官庁への期待について、日中韓の三か国の企業が紹介します。
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